
ウータン・森と生活を考える会

（特非）　森づくりフォーラム

インドネシア・ボルネオ島における「開発」圧力に抗する地
域住民主体の伝統知に基づく収入創出と環境教育を通した
熱帯林保全及びそれを支える日本でのしくみ構築

人工林の生物多様性を高めると森づくりの
普及啓発と市民参加型の施業モデル実践

在来種や果樹の植林
面積 17 ha

学習会の参加者 278 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 30 ％
 インドネシア

 東京都・神奈川県

実　践
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知識の提供・普及啓発
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活動地域

活動地域

活動内容と成果
●タンジュン・プティン地域で①在来種9種類の苗づく
りと植林10haを実施②アグロフォレストリー実施に
向けて先進地域研修を行い実験場を村内につくった
③エコツーリズムのポスターを作成・配布した

●ムラサ村で①アグロフォレストリーとして果樹の植
林7haを実施②その普及のための環境教育に向けた
先進地域研修を行った

●日本から支える仕組み構築のため①学習会を4回開
催（参加者278人）②広報メディア制作検討ワーク
ショップを実施し③熱帯林保全啓発の動画及び④
「ボルネオ熱帯写真館」の試作品が完成

活動内容と成果
● 事例ガイドの作成と普及啓発　
　人工林の多様性を高める森づくりの認知を広げるた
め、日本全国の事例等を調査し、その中から研究者や
専門家、森林の多様性を高める森づくりを実践して
いる行政・企業・団体に対して、合計20件の取材・イ
ンタビュー・原稿執筆依頼を行った。それらをまと
め、「人工林の多様性を高める森づくり事例ガイド」
を作成した。
● 森林フィールドでのモデル施業
　施業モデル実践に向けて、フィールドのモニタリン
グ調査（植生・昆虫）を行った。夜間昆虫調査は、一般
参加者も募集し、イベントとして実施した。

課　題
熱帯林破壊や森林火災の多くは、大企業の開発による
土地転換によるものであり、開発圧力下にある地域住
民の持続可能な収入創出と消費者側の啓発と支援の仕
組み構築が必要。

目　標
アグロフォレストリー・エコツーリズム等大規模開発
に代わるオルタナティブな収入創出を地域住民主体で
実行されるように促し、当事者として日本から支援する
仕組みを作る。

課　題
林業の衰退、木材価格の低迷と過疎化により、手入れ
がされていない人工林の荒廃が進み、森林の優れた
公益的機能が十分に発揮されていない状況がある。

目　標
人工林の多様性を高める森づくりの認知、また森林
の多様性の大切さを実感する人を増やし、市民参加
による協働で荒廃した人工林を生態系豊かな森林へ
と移行させる。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
インドネシア、日本ともに、新型コロ
ナウイルス禍の移動制限によって対
面の活動を減らさざるを得なかっ
た。

■工夫した点
移動制限を受けてオンラインでのイ
ベント、打ち合わせ等を盛り込んだ
ことで、国内外問わず場所に縛られ
ず繋がることができた。

■苦労した点
事例ガイド作成のための各テーマ設
定、事例・知見の収集、及び取材先の
選定・調整業務に苦労した。

■工夫した点
森づくりの潮流、森林生態の知見、
そして国内の事例を幅広く掲載でき
るよう工夫し、オンラインも活用し
ながら取材を行った。

先進地域訪問・環境教育による、地域住民主体の苗づくり・植林、アグロフォレス
トリー、エコツーリズム等収入創出を担う次世代キーパーソンの育成を継続し、日
本から支援するファンドレイジングの仕組みを構築する。

「人工林の多様性を高める森づくり」の普及啓発と実践を重点的に行い、多様なス
テークホルダーとの協働体制を作っていく。最終的には、市民参加型で実践できる
施業手法について提案を行いたい。

今後の
展望

今後の
展望

タンジュン・プティンの村人たちが植林地にてタンジュン・プティンの村人たちが植林地にて

事例ガイドの取材地（北海道／保持林業）事例ガイドの取材地（北海道／保持林業）

熱帯写真館と当会の紹介動画の熱帯写真館と当会の紹介動画の
ウェブサイトウェブサイト

夜間昆虫調査イベントの様子夜間昆虫調査イベントの様子

事例ガイド（ベータ版）
の作成 完成
調査・イベント参加
人数 34 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 30 ％


